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ABSTRACT 
1n order t'O clarify and improve the aesthetic properties 'Of pantyhose fabric to enhance the beau砂ザ

αwoman s bake skin leg， the design αnd deνelopment ofαnew product αnd a weαr experiment were 
carried out. The sheerness of circular plαin knitted fabrics made斤'Omn'Ovel single covered yarns 

wαs examined. The relati'Onshi]フ'sbetween the leg parts of pantyhose fabric with two covering levels 

in one single covered yαrnαnd the visuα impression αre discussed. The results sh'Ow thαt the 

αesthetics and sheerness ofpαntyh'Ose fabric a陀 greatかinfluencedby changing the coνering level of 
the single covered yarn in the leg parts. 1t is important t'O decrease the meαnαnd the standard 

deνiation of the lightness d坊をrencebetween legs with and without the pantyhose fabric on the lower 

leg part 斤omkneeωαnkle. A mechanical hybrid system with combined covering αnd knitting 
processes is useful for improving the αesthetic properties of pantyhose戸bric. On the other hand， the 

grad，αtionそffectsof lightnessαndνisual impr白sionof circular plain knitted fabrics jトomn'Ovel single 

covered yαrn composed 'Of colored poかurethanecore yarn and uncol'Ored nyl'On coνering yarn with 
and without dyeing were exαmined. The colored polyurethane co陀 yarnis useful for improving the 

distributi'On 'Of lightness difference between legs with and without the pantyhose fabric on the entire leg 

wearing pantyhose. 1t was found that n'Ot 'Only the sheerness but also the grαdation ぞ酔ctsof 

lightness f'Or three-dimensional appeal of pantyhoseαre an important aesthetic pr'Operty in beautifying 

legs clad in them. Furtherm'Ore，αquestionnαire surνey on beautiful leg wαs conducted among 

Japanese young women. 1n w'Omen主 imαgeof a beαutiful leg， the mean size rati'O for a 

two-dimensional leg is the width 'Of 1/ ff the girth of the ankle : the width of 11 ff the girth of the 

thigh : the distance斤omankle ωthigh = 1.0: 2.8 : 11.2. The desirαble mean a陀 αrati'Oof grad.αtion 

そffectfor an attrαctive three-dimensionα1 leg is high lightness : middle lightness : low lightness = 

47.6: 26.5 : 25.9 t均

研究目的
現在の靴下業界では，パンテイストッキング (PS)の需要不振，靴下類の低価格化や中国製品の成

長，流通変化など，社会環境の激変が生じており，これに対して各社の改革と新製品の開発が必要と

なっている. PSの審美性，特に脚部の美しさは日本人女性にとって長い間の夢であり，非常に大きな

関心事となっており，近年ますます美脚への要求が強まっている.美脚に対する重要な審美的特性の 1

つの要素には PSの透明感をあげるととができる.しかしながら，現在市販されている PSの外観や透

明感は女性の要求を未だ満たし得ていない.

一般に， PS製品の製造工程では原糸製造工程と PS製編工程とを分離しており，この製造工程分離

がPSの開発と改善を遅らせていると考えることは非常に重要である.これら 2つの製造工程あるいは

製造機械を組合せることができるならば， PSの製編中においてシングルカバードヤーン (SCy) を必

要な糸構造へ調整・変化でき，各個人の脚部各部位に応じて審美的特性を付与することが可能となる.

そこで，カパリング機と PS編機とを組合せた試作ハイブリッドニッティングシステムを用いて本

の SCy中で異なるカパリング糸巻数をもった新しい傾斜機能性 PSを作製することによって，審美的

快適性の改善について検討する.また，従来の SCyはポリウレタン芯糸をナイロン糸でカバーした糸
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構造をもつが，ナイロン ・カバリング糸のみが染色され，ポリウレタン ・コア糸はほとんど染色され

ていない.ポリウレタン・コア糸に色彩を付与できるならば，ナイロン・カパリング糸の色彩との組

合せ効果を期待でき審美的特性の付与が可能となる そこで，新しい原着カラーポリウレタンコア糸

を開発して，原着カラーポリウレタンコア糸の太さ，ならびにナイロン ・カバリング糸の太さと巻数

がPS着装脚部の審美性に及ぼす影響について検討する.さらに，PS着装脚部の美しさに関するアン

ケート調査を行うことによって，日本人女性がもっ美脚イメージについて解析する.

したがって，本研究は女性の脚部の美しさを引き立てることができる新規 PSの開発を目的として，

SCy構造が着装脚部の美しさに及ぼす影響を解析・検討するものである.

5年間の研究内容と成果
新しい PSの設計と開発を目指して，ハイブリ

ッドニッティングシステムを開発した.図 1に

示したように本試作システムは2台の試作カパ

リング機と 1台の丸編機とで構成される.各カ

パリング機は， 4つの原糸供給口を備えた丸編

機のために，それぞれに 2つの原糸 (SCy)作

製部をもっており，各 SCyはコア糸としてのポ

リウレ夕ン糸 (ο20d由巴meαr.氾白削lam巴n凶1託ts吟)とカパリン

グ糸としてのナイロン糸(10denie釘r/刀7f白il均ame釘叩ntω同s吟) 

との組合せによつて作製される.またカパリン

グ機において， SCyのコア糸延伸比を 2として，

カパリング糸巻数を l本の糸中で 1500tpmと

3000 tpmの2種類に変化・制御し，PS編布を一定編成条件のもとで作製した.各PS試料について着

用実験を行った結果，脚部部位において SCyのカパリング糸巻数を増加させることは，視覚評価にお

ける PSの審美性と透明感に大きく影響を及ぼし，脚部部位に合わせて SCyのカパリング糸巻数を変

化させることによってPS審美性が調整できたまたPSの視覚評価は，脚部全体における PS着装脚部

明度と素肌脚部明度との明度差の変動，特に下腿部の膝下付近における明度差の不均ーさによって影

響を受けるために，その平均値と標準偏差を小さくすることが重要である.したがって，新規ハイブ

リッドニッティングシステムはPSの審美性と透明感を改善するために有用である.

新開発の原着カラー・ポリウレタン ・コア糸とナイロン・カパ

リング糸，それぞれの太さと色彩がPS着装脚部の審美性に及ぼ

す影響について検討した結果， PS着装脚部の審美性には，明度差

分布と 3領域(=明るい部分(白色)・中暗い部分(灰色)・暗い

部分(黒色))の面積比率が関係しており，開発した SCy，すな

わち太い原着ポリウレタン・コア糸と細いナイロン・カパリング 原着カラーSCY
糸の組み合わせによって， PSの明るさとグラデーションを調整・

制御することは有用である.新規PSは，グラデーション効果によって審美性，特に透明感と立体感を

改善 ・向上できた.原着コア SCyが，美脚表現に及ぼす影響について検討した結果，原着コア SCy

を用いた PS着装脚部において，ポリウレタン・コア糸の太さはグラデーション効果あるいは立体感に，

ナイロン・カパリング糸の太さは色彩効果あるいは美しさに，さらにナイロン・カパリング糸の巻数は

透明効果あるいは透明感に，それぞれ影響を及ぼすことがわかった.

さらに，美脚イメージに関するアンケート調査の結果，日本人女性がもっ2次元および3次元の美

脚イメージは，平均長さ比率(底辺(足首幅=周径 /π):上辺(大腿部11届=周径 /π):高さ(足首から

大腿部までの長さ)= 1.0・2.8:11.2と平均面積比率(明るい部分(白色):中暗い部分(灰色):暗い
部分(黒色)=47.6 : 26.5 : 25.9 %であった.また， SCyを構成する原着ポリウレタン・コア糸の太さ (33

dtex / 3f，原着肌色 B)，ならびにナイロン・カパリング糸の太さ(7dtex / 5f)と巻数 (1600tpm)の組

み合わせによって，日本人女性が望むPS着装脚部の美脚表現に優れた新規なPSが作製できた.

したがって，原着コア SCYでは原着ポリウレタン・コア糸の太さと色彩，ならびにナイロン・カパリ

ング糸の太さと巻数，および色彩を変化させることによって，PS着装脚部を様々な審美性に表現・演

出することが可能であり，また個別対応型PSの開発においても有効である.
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